国語科　１学年　2

題材名「朝のリレー」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア]　

	題材の
目標
	音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
	予定時数
	実施時数
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○詩の情景を想像しながら音読する。
○詩を読んで想像した情景や好きな言葉，表現などをグループで交流する。
○詩の特徴を生かし，詩のよさが伝わるように工夫して音読する。
	○
	
	○
	



[bookmark: _GoBack]
	題材の
目標
	音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「言葉に出会うために」を読み，国語を学ぶ意味や言葉の価値を考える。
○「野原はうたう」の二つの詩の情景や心情を想像しながら音読する。
○速さ，声の強弱，間の取り方，言葉の調子，声の高さを変えて音読する。どのように音読すると，情景や心情が伝わるかをグループで話し合う。
○詩を音読するとき，どんな工夫をすると良いか，学習を振り返る。
	○
	
	○
	③音読の工夫について，考えたことをペアや少人数グループで伝え合わせる。


題材名「野原はうたう」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア]　




	題材の
目標
	・音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。題材名「声を届ける　書き留める　言葉を調べる　続けてみよう」　学習指導要領の内容[知・技（１）アウ（２）イ　思・判・表B（１）ア]　

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方，引用の仕方や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
・目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○速さ，声の強弱，間の取り方，言葉の調子，声の高さなど，音読・発表の仕方や，日本語の音声の特徴について理解する。
	○
	
	
	⑤たく生き「かかわる力」（参考：プラン集P.34「12　話の聞き方と話の伝え方」）

	2
	○ノートの書き方，工夫の仕方を理解する。
	○
	
	
	

	3
	○辞典・事典で言葉を調べる方法を理解する。
	○
	
	
	

	4
	○「言葉の手帳」を作る。最初の言葉を書き込み，その言葉との出会いや意味，使い方などを書いて，友達と交流する。
○学習を振り返り，相手に伝えるときに，どんなことに気を付けると良いか，「声のウォーミングアップ」を通して気付いたことをまとめる。
	
	○
	○
	



	題材の
目標
	・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
○作品の全体像を捉える。
	○
	
	
	

	2
	○場面の展開に沿って，二人の関係の変化を整理する。
	
	○
	
	③描写を基に捉えた二人の関係の変化についてまとめさせる。

	3
	○読み深めた感想を200字程度でまとめ，交流する。
	
	○
	
	③物語を読み，考えたことなどをまとめたり伝え合ったりさせる。

	4
	○学習を振り返り，場面の展開に着目することで，何が捉えられたか，自分の言葉でまとめる。
	
	
	○
	


題材名「シンシュン」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ　思・判・表C（１）イ]　


	題材の
目標
	・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め，それらを使うことができる。
・目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。
・必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○情報を的確に聞き取る必要がある場面を挙げる。
○「明日の５時間目の連絡」を聞き，メモを取る。
○効果的なメモの取り方を確かめる。
○「放送委員への連絡」を聞き，メモを取る。 
○メモを取る意義や，効果的なメモの取り方について理解することができたか振り返る。
	○
	○
	○
	②目的に応じて必要な情報を的確に捉えさせる。


題材名「情報を的確に聞き取る」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表A（１）アエ]　




	題材の
目標
	事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○桜にまつわる言葉や，春の情景を詠んだ歌詞や詩，短歌，俳句を味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	


題材名「季節のしおり　春」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ]　




	[bookmark: _Hlk83921608]題材の
目標
	比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め，それらを使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○目的に合わせて情報を整理することの必要性を理解する。
○情報を比較・分類する方法を確かめる。①比較する（表），②分類する（ラベリング），③分類して比較する（ベン図），④順序や流れを整理する（フローチャート）を確認し，情報整理の目的と，それに適した方法を理解する。
○問題１～２に取り組む。分類後，グループで考えを交流する。
○学習を振り返り，情報はどのように整理すると分かりやすくなるか，目的ごとにまとめる。
	○
	
	○
	②目的に合わせて情報を整理する方法を理解させる。
③問題１～２について，自分の考えをグループで説明させる。
⑤たく生き「みとおす力」（参考：プラン集P.87「64　視点を決めて分類しよう」）


題材名「情報整理のレッスン　比較・分類」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ]　

	題材の
目標
	・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め，それらを使うことができる。
・目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○目的や相手を明確にして題材を決める。
〇情報を集め，整理する。
	○
	
	
	②目的や相手に合わせて情報を集め，整理させる。

	2
	○構成を考え，説明の仕方や順序について助言し合う。
	
	○
	○
	③本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりするなど，事実やそれを基に考えたことを書かせる。

	3
	○400字程度で下書きをし，清書して文章にまとめる。
	
	○
	○
	

	4
	○どのように情報を集め，整理したか，分かりやすく伝えるために，構成をどう工夫したか，学習を振り返る。
	
	
	○
	


題材名「情報を整理して書こう　分かりやすく説明する」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表B（１）ア]　


	題材の
目標
	小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入部分を読み，漢字の組み立てに興味を持つ。漢字は，左右・上下・外側と内側などの二つの部分を組み立てたものが多いことを理解する。
○偏・旁・冠・脚・たれ・にょう・かまえについて理解する。
○部首の種類について理解する。
○漢和辞典を利用して，練習問題に取り組む。
○P.40「漢字に親しもう１」の問題に取り組む。
	○
	
	○
	


題材名「漢字１　漢字の組み立てと部首」　学習指導要領の内容[知・技（１）イ]　




	題材の
目標
	・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め，それらを使うことができる。
・文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○本文を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
○文章の中心的な部分を捉える。
○「問い」を投げかけている段落と，それに対する「答え」を示している段落を見付ける。
○二つの「問い」とその「答え」を，それぞれ短い言葉でまとめる。
	○
	○
	
	

	2
	○段落の役割について考える。「これに対して」などに注目し，その前後の文や段落が，どのようにつながっているかを考える。
○分かりやすく説明するための筆者の工夫について，考えたことを発表し合う。
○段落が果たす役割や，分かりやすく説明するための工夫について学習を振り返る。
	
	○
	○
	③題名の付け方，説明の仕方（問いと答え，比較，図など）に着目させ，分かりやすく説明するための筆者の工夫についてまとめさせる。


題材名「ダイコンは大きな根？」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表C（１）ア]　

	題材の
目標
	・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。
・文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○本文を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。共感・納得したところや発見・気付き，疑問点等を挙げる。
○文章の構成に着目し，要旨を捉える。
	○
	
	
	

	2
	○文章の構成に着目し，本論の図や，結論を導くために序論と本論がどのような役割を果たしているかなど，その効果を考える。
	
	○
	〇
	

	3
	○考えたことを伝え合う。生活の中で，ものの見方や考え方が広がったと思われる体験や事例を発表する。
○学習を振り返り，要旨の捉え方について分かったことを，自分の言葉でまとめる。
	
	○
	○
	③生活の中で，ものの見方や考え方が広がった例についてまとめ，グループで交流させる。


題材名「ちょっと立ち止まって」　学習指導要領の内容[知・技（２）ア　思・判・表C（１）ア]　

	題材の
目標
	原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○P.52上段の導入の文章を読み，意見の根拠を確認することの大切さを理解する。
○説得力のある根拠について考える。
○意見と根拠の結び付きを考える。
○学習を振り返って，意見を聞いたり，伝えたりするときのポイントを確認する。
	○
	
	○
	②根拠が信頼性の高い情報であるか，意見と根拠の結び付きが適切であるかを考えさせる。


題材名「思考のレッスン１　意見と根拠」　学習指導要領の内容[知・技（２）ア]　



	題材の
目標
	・音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
・目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。
・自分の考えや根拠が明確になるように，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに注意して，話の構成を考えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○話題を決め，材料を選ぶ。
	
	
	
	③伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問したり，意見などを述べたりさせる。

	2
	○話の構成を考え，それを基にスピーチメモを作る。
	
	○
	
	③目的や相手に応じて話の構成を考えさせる。

	3
	○話の内容・構成，声の大きさ・速さ・間の取り方を意識し，スピーチの練習をする。ペアやグループで，互いの改善点を助言し合う。
	○
	
	○
	②１人１台端末等の撮影機能を使用して，スピーチ練習の様子を録画し，改善点について伝え合わせる。

	4
	○スピーチの会を開く。
○聞き手にとって分かりやすく，魅力的なスピーチをするために，どのようなところに気を付けたか。学んだことを今後どのように生かしていきたいか，学習を振り返る。
	
	○
	○
	


題材名「話の構成を工夫しよう　好きなことをスピーチで紹介する」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア　思・判・表A（１）アイ]　



題材名「漢字に親しもう２」　学習指導要領の内容[知・技（１）イ]　


	題材の
目標
	小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○新出漢字を確認する。
○練習問題に取り組む。
	○
	
	○
	






	題材の
目標
	単語の類別について理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○P.59の導入や教材文を読み，言葉のまとまりについて考える。
○「文法とは」を読み，文法の定義を理解する。
○「言葉の単位」を読み，「文章・談話」「段落」「文」「文節」「単語」の違いと各々の特徴を理解する。
○下段の練習問題に取り組み，理解したことを確認する。
○段落に着目して読むことで，説明的な文章の内容や構成が捉えやすくなることを理解する。
	○
	
	○
	


題材名「文法への扉１　言葉のまとまりを考えよう」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　




	題材の
目標
	・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方，引用の仕方や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
・目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○調べる内容を絞り込む。
○調べ方を考え，情報を集める。
○P.61下段「やってみよう」に示された項目の調べ方を考え，その方法で有効な情報が得られるかどうか，学校図書館で確かめる。
○自分が決めたテーマについて，どのように調べるのが良いかを考え，実際に情報を集める。
	○
	
	
	②学校図書館などを利用し，本の探し方や，本や事典，新聞から情報を集める方法を理解させる。
②インターネット検索の方法と留意点を確認させる。

	2
	○情報を読み取る。グラフの種類や特徴，情報を読み取る方法を理解し，グラフを読むときの留意点を確認する。複数のグラフや文章の中の情報を関連付けながら読み解く。
○集めた情報を適切に引用しながら，分かったことや考えたことをまとめる。出典の示し方に注意して「参考文献」を書く。
	
	○
	○
	②複数の情報を関連付けながら読み取らせる。
③本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりするなど，事実やそれを基に考えたことを書かせる。

	[bookmark: _Hlk85126727]3
	○著作権について知る。著作権の定義や，著作者の許可が必要ない場合について確認する。
○学習を振り返り，興味・関心のあるテーマを挙げ，どのような情報の調べ方が適しているかを考える。どのような情報を伝えるのに，どのようなグラフが示されているか，本や新聞から探して話し合う。
	○
	
	○
	②情報の保護や取り扱いの仕方について理解させる。
②学校図書館や1人１台端末の検索機能を活用して調べさせることも考えられる。


題材名「情報を集めよう　情報を読み取ろう　情報を引用しよう」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表B（１）ア]　

　
	題材の
目標
	・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うことができる。
・文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えることができる。
・根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を音読する。新出漢字を調べる。
○詩を読んで，感じたことを交流する。
	
	
	
	

	2
	○それぞれの詩に描かれた情景や，表現の効果について話し合う。
○三編の中で最も心に響いた詩はどれか，どのようなところによさを感じたのか，発表する。
	○
	○
	○
	③詩や解説文を読み，考えたことなどを伝え合わせる。

	1
	○三編の詩の表現を参考にして，詩を作り，読み合って感想を伝え合う。
○学習を振り返る。
	
	○
	○
	③詩を創作し，感じたことや考えたことを書かせる。


[bookmark: _Hlk97565959]※　「読むこと」２時間扱い　「書くこと」１時間扱い題材名「詩の世界　詩を作ろう」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウオ　思・判・表B（１）ウ　C（１）エ]　※複合題材

	題材の
目標
	・比喩などの表現の技法を理解し使うことができる。
・文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○本文を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
○段落の役割を押さえて読み，内容を捉える。
○「比喩」が，文中で，どのように定義されているかを確かめる。
○筆者が挙げている比喩の二つの効果を具体例と共にまとめる。
	○
	
	
	

	2
	○言葉について考える。
○P.76の図を説明し，比喩を使うかどうかで，表現にどんな違いが出るかを考える。
○身の回りにある「比喩の発想」が生かされた言葉を見付けて，友達に報告する。
○学習を振り返り，比喩について理解し，言葉について考えを深めたことをまとめる。
	
	○
	○
	③説明の文章を読み，理解したことや考えたことを文章にまとめさせる。


題材名「比喩で広がる言葉の世界」　学習指導要領の内容[知・技（１）オ　思・判・表C（１）ア]　

	題材の
目標
	指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めることができる。 
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入の課題に取り組み，指示する語句や接続する語句について関心を持つ。
○指示する語句について理解する。
○指示する語句（「こそあど言葉」）の種類を把握する。
○前後の文をつなぐ働きを理解する。
	○
	
	○
	

	2
	○接続する語句について理解する。
○接続する語句の働きによる分類を理解する。
○接続する語句には書き手や話し手の気持ちが反映されることを知る。
○指示する語句や接続する語句に着目することで，文章の展開や構成をつかむ手がかりになることを理解する。
	○
	
	○
	


題材名「言葉１　指示する語句と接続する語句」　学習指導要領の内容[知・技（１）エ]　



	題材の
目標
	事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○リード文を読み，豊かに表現するためには，語句の量を増やす必要があることを理解する。
○友達に紹介したいものを決める。
○P.80のマッピングを参考に，観点を決め，思いつく言葉を挙げる。
○挙げた言葉について，似た意味の言葉や修飾する言葉を考える。
○読み手がそのよさや様子を具体的に想像できるように，言葉の選び方を工夫して，100字程度で紹介文を書く。
○学習を振り返って，読み手に伝えるときに，どんな表現が具体的に想像しやすかったか，「言葉の選び方」について気付いたことを話し合う。
	○
	
	○
	


題材名「言葉を集めよう　もっと『伝わる』表現を目ざして」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ]　

	題材の
目標
	読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を通読し，様々な読書活動を知る。
○「ポップ作り」「読書掲示板」「読書記録」の中から，夏休みに行う活動を選ぶ。
○活動の内容に沿って，見通しを立てる。ポップは，読書記録を基に本を決め，必要な情報を選択して，本の魅力が伝わるように紹介する。読書掲示板は，選んだ生徒同士で，感想を交流する本を一冊決めて感想を付箋などに書く。読書記録は記録の仕方を確認する。
○それぞれの活動で作成したポップや感想，記録した読書ノートなどを夏休み明けに提出する。
	○
	
	○
	④図書館での調べ学習に関して，仙台市図書館の学校支援HP上の「小学生高学年～中学生向け調べ学習の手引き」を参考にさせることも考えられる。


題材名「読書を楽しむ」　学習指導要領の内容[知・技（３）オ]　

	題材の
目標
	・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解することができる。
・文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「本の中の中学生」の三編の作品を読む。
○考えていることや悩んでいることが似ている登場人物，友達になれそうな登場人物はいないか，探しながら読む。
○気に入った作品とその理由を，友達と共有する。
○学校図書館などを利用して，「本の中の中学生」というテーマで中学生が登場する小説や実在の人物の中学時代を描いたノンフィクションなどから一冊選び，推薦文を書く。展示したり，スピーチをしたりして，友達と感想を交流する。
	○
	○
	○
	④学校図書館や地域の図書館に行って，同じ作者が書いた別の作品や，他の作家が書いた同じテーマの本を読むなど，実際に本を手に取るように促す。


題材名「本の中の中学生」　学習指導要領の内容[知・技（３）オ　思・判・表C（１）オ]　





題材名「季節のしおり　夏」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ]　

	題材の
目標
	事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○風にまつわる言葉や夏の情景を詠んだ詩，俳句を味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	



	題材の
目標
	・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解することができる。
・場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
○描写に着目して登場人物の心情を捉える。
	
	
	
	②出典の絵本，関連する画像も併せて提示するとよい。

	2
	○作品の時代背景を踏まえて，題名の持つ意味について考える。
	
	○
	
	

	3
	○「ヒロユキ」や「ヒロシマ」「ナガサキ」を片仮名表記にした，作者の意図を考える。
	
	○
	
	

	4
	○思いを伝える朗読会をする。読み取ったことを踏まえ，場面の様子や登場人物の心情がより伝わるように読む。
○学習を振り返り，描写に着目することで，どのようなことが読み取れたか，自分の言葉でまとめる。
○関連する本を読んで，更に考えが深まったことを挙げる。
	○
	
	○
	③物語を読み，考えたことなどを伝え合わせる。
④学校図書館や地域図書館を活用し，関連する本や情報を探すよう促す。


題材名「大人になれなかった弟たちに……」　学習指導要領の内容[知・技（３）オ　思・判・表C（１）イ]　


	題材の題材名「星の花が降るころに」　学習指導要領の内容[知・技（１）オ　思・判・表C（１）ウ]　

目標
	・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うことができる。
・場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
	
	
	
	

	2
	○「私」を中心に作品の内容を押さえる。
○時や場所，登場人物の組み合わせなどに注意して，作品をいくつかの場面に分ける。
○場面の展開に沿って，比喩や反復などに着目しながら，「私」の気持ちの変化を表などにまとめる。
	〇
	
	
	

	3
	○場面や描写を結び付けて読む。
	○
	○
	
	

	4
	○印象に残った場面や描写とその理由をグループで述べ合う。
	
	○
	
	③小説を読み，考えたことなどを伝え合ったりさせる。

	5
	○学習を振り返って，複数の場面や描写を結び付けて読むと，どのようなことが見えてきたか，自分の言葉でまとめたり，読み取ったことを踏まえ，この後，作品がどのように続いていくかを考えて書いたりする。
	
	○
	○
	③小説の続きを考えて書かせる。それをグループで読み合い，感じたり考えたりしたことを伝え合わせる。



	題材の
目標
	・音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
・必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○きき方の工夫や質問の種類を知る。
○「夏休みのいちばんの思い出」をテーマに，対話の練習をする。
○二人一組になり，話し手と聞き手に分かれる。話し手がテーマについてスピーチをする。聞き手はきき方や質問の仕方を工夫し，質問で話を引き出す。
○役割を替えて繰り返す。
○学習を振り返り，どのようにきき方の工夫をしたか，また話し手にどのような質問をし，どのようなことを引き出せたか，聞き上手になるための秘訣をまとめる。
	○
	○
	○
	②１人１台端末等で録画してスピーチの練習をさせることも考えられる。


題材名「聞き上手になろう　質問で話を引き出す」　学習指導要領の内容[知・技（１）ア　思・判・表A（１）エ]　









	題材の
目標
	・比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め，それらを使うことができる。題材名「項目を立てて書こう　案内文を書く」　学習指導要領の内容[知・技（２）イ　思・判・表B（１）ア]　

・目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○案内文の書き方を確かめる。
○案内する事柄と相手を決め，情報を整理する。
○相手に分かりやすいよう，項目の順序や表現を工夫して案内文を作成する。
○学習を振り返りながら，作成した案内文について友達と工夫したところを伝え合い，改善点を助言し合う。
	○
	○
	○
	②１人１台端末等の文書作成ソフトを使用し，案内文を作成させることも考えられる。
②伝える目的や相手に応じた情報の整理の仕方を理解させる。
③伝えるべきことを整理して案内文を書かせる。




題材名「読み手の立場に立つ」　学習指導要領の内容[知・技（１）ウ　思・判・表B（１）エ]　






	題材の
目標
	・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・読み手の立場に立って，表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて，文章を整えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○読み手の立場に立って，案内文を推敲する。P.119の案内文を参考に，必要に応じて情報を補ったり，削ったりする。
○書き換えた案内文について，伝えようとする内容が正確に，分かりやすく書き表されているか，友達と話し合う。
○学習を振り返り，案内文の推敲で，どのようなことが大切かまとめる。
	○
	○
	○
	



題材名「言葉２　方言と共通語」　学習指導要領の内容[知・技（３）ウ]　



	題材の
目標
	共通語と方言の果たす役割について理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○導入の課題に取り組み，地域による言葉の違いについて関心を持つ。
○教材文を読み，方言と共通語の違いを理解する。
○P.122「生活に生かす」を読み，方言と共通語のそれぞれの役割や特徴について理解する。　
	○
	
	○
	④図書館で調べさせたり，校外行事等と関連付けて考えさせたりする。








	題材の
目標
	小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入部分を読み，漢字の読みには「音」と「訓」があることを理解する。
○「音」と「訓」の歴史や性質を理解する。
○漢和辞典を利用して，練習問題に取り組む。
	○
	
	○
	


題材名「漢字２　漢字の音訓」　学習指導要領の内容[知・技（１）イ]　







仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

